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蓄音機を用いたコミュニティーにおける

世代間交流のための回想、法の試み
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Nowadays， the use of reminisc巴nceIS g巴ttingpopular in nursing home and geriatric ward. 

There are many kinds of reminiscence methods for applying to individuals， to groups， and there 

are some differen t purposes of reminiscence for a therapy for d巴mentia，an activity， age exchange 

and so on. Since 2000， w巴 arecoordinating gatherings of reminiscenc巴 usinggramophones for 

age exchange in community. This paper reports our practice and episodes during these years and 

what we learnecl from our activities. 
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回想、法グループの活動に至るまで

Butler， R しによ って 1960年代に提唱された高

附者のための回想法は，近年さまざまな施設で行わ

れるようになってきている。この回想法の形式にも

さまざまなものがあり，個人を対象として行われる

倒人回想法，集団で行われるクループ回想法などが

あり，その目的も治療のための回想法，アクティ

ヴィテ ィとしての回想法などが挙げられる(黒川，

2005)。木報では，我々が 2000年以来，年間 l固か

ら3回を目安に継続してきた，蓄音機を用いた地域

における IJl代間交流のための回想法の集いについて

報告する。

我々が数名で立ち上げた山手心理研究所の主な業

務は，地域における親子相談と， 2週間に一度の

ペースで行 っている 「暮らしに役立つ自律訓練法論

時」という名称の自律訓練法の集団指導，心理教育

のための講演活動などである。さらに上記の活動以

外，地域のために何か継続的にできることはないか

と考えた。地域で何かを行うときに，企業，大学等

ヰ白悔学闘短期大学心理学科

の背景のない予算的に も小規模な民間組織ができる

ことは，非常に限られている。しかし活動地域にお

いても高齢化が進んでいるので，できる範囲で高齢

者のために何か企画をすること はできないかという

声が上がった。当H寺，すでに我々が始めた!と|律訓練

法のグループにおいて，仁1:1高年の参加者たちが，自

律訓練の指導の後に，それぞれが抱えている慢性の

病について自らが諮ることができる機会を 2週に

一度持つことができるということが， とても心の支

えにな っているという声があった。参加者は，共通

の症状があるわけではないが，症状についてのみな

らず，2週間の出来事を仮り返ったり，昔J包こ った

出来事を振り返ったりする機会を与えられること

や，他の参加者の話が刺激になり，1;1分の記憶をた

とって改めて諮る機会を与えられることが，府状の

緩和]につながっていると思うと答えている。Klei-

man (1998)によれば患者の話に耳を傾けるという

ことは， ["病を個人史における主題へと作り変える

患者の人生物語を共!惑をこめて解釈すること」であ

り，臨床家は，患者にとって「そのままでは管J戒を



ポj橋 苦~~機を! 日 いたコミュニティーにおける IlI:代間交流のための |五|惣法の試み ( 37 ) 

与えることになる現実から距離をとるために病に輪

郭を与えるような物語に耳を傾ける」としている。

そこで，このようなi易所を積械的に持つことはでき

ないか，特に高齢者のための阿想法の集いを企岡で

きないかと検討に入った。

ただし，id知症を対象にした回想法については，

受け入れ態勢に無理があると恩われたため，当初]は

一般の高齢者を対象に焦点を絞るという計l出を立て

た。巨l惣法を行うために，現在 「凶想法への招待」

(野村 ・黒川，1992)なとの写真セソ卜が販売され

ている。当H寺，我々が持っていたものは，数台の謡

音機， レコ ード，古い鮒誌なとであり， これらを用

いて回怨法を行っ たらとうだろうかと発案があっ

た。2000年3月に試験的に蓄音機を使った集いを

試験的に行った。しかしながら，蓄音機や音楽を媒

介にした回想法の継続ということを考えると，方法

論についてより 二r夫していく必要があると思われ
た。

ロンドンでの見学 回想法が，具体的にとのように

活用されているのかを見るために， 2000年にロン

ドンの回想!センタ ー CAgeExchange and Remi-

niscence Centre，代表Pam Sch wei tzer)に見午:を

申し込んだ(高橋 ・高橋，2001)。 ロン ドンのセン

ターを見学先に選んだのは二つ煙山からである。第

一に，そのl可也、センタ ーが，回想法の分野では非常

に有名であり実績があること，もう一つはロン ドン

の回想センタ ーの場所を制べるうちに，交通手段，

地理的条件が，我々が活動している地区に似ている

と感じたからである。高齢者にとって，何かに参加

する|際，交通手段，j也国的条件が影響を及ぼすこと

は十分考えられた。センタ ーを実際に訪問してみる

と，回想法はもちろんであるが，巨li出法を行ってい

る環境設定に非常に心をひかれた。センタ ーの人り

円は，骨董l豆と間違うほどに， 古いものが置かれて

おり，図書とl喫茶コ ーナーが設けられ，そこで簡単

な食事ができるようになっていた。奥には，パリア

フリ 化された研修室，記録の編集室なとが設けら

れて，占いものと新しいものが，高齢者にとって使

いやサ いよう設計され， 配置されていた。またl告j齢

者を取り巻いているスタ yフを含めた人的限境につ

いて考えさせられた。回想法が行われるセンターに

は，たくさんの若者がスタ yフとして働き，また，

l喫茶コ ーナーでは，高齢者がボランティアでお茶を

入れ，若い親下つれの後客をしていた。センターの

しいの高齢者を観察計るうちに，その行為一つ一つ

が， じつは高齢者にとって回想のきっかけになって

いることに気がついた。代表の PamSchweitz巴rさ

んから I':_I分たちの行ってきた ことが，専門家によっ

て~，{!.7'、[J症への効果が期待されるという裏つけがなさ

れることは，非常に喜ばしいというお話をうかがっ

た。また，センターの活動に高齢者自身が積極的に

活動す一ることが，自尊心を取り戻すのに有効である

ということだった。イギリス人も，日本人と|口jじく，

自分のことを話すのは苦手な人が多く ，最初]は，I何

も話すことがありません」と答える人も珍しくない

というお話なと，興味深い実例を数多くうかがっ

た。センタ を見学し，話をうかがううちに，我々

は高齢者のみを集めた回想法という形に縛られず，

より自然な形での展開はできないかと考えた。世代

間交流のための回想itの集いを行うという発想はこ

こから生まれた。 しかし，実際にスタ yフ以外に，

回想をする場所に初対面の異なる |立代が交わるとと

うなるのか，より調合する必要があると 思われた。

この問題のヒン トを得るため，我々 は， ロン ドン

にあるもう一つの別の団体を訪問することにした。

コンタク ト・ザ・エルダリ ー CContactThe Eld 

erly，代表TrevorLyttleton)というこの|歪li本は，

1965年の設立以来， メディアやホ ームペーゾで，

「年に一度，EII曜日の午後に孤独な高齢者のために，

自宅の凶問でお茶を ζ馳;EしてくれませんかJ，Iとl

l曜日の午後に高齢者をお茶会の会場まで送ってくれ

る運l伝手になってくれませんか」と いう広告を載せ

ているO 活動内容はこれだけである。広告にある

1i.1斗こ一度」というのは，当事者が，負担に思わない

ようにする配慮であり，やってみようと思わせるに

はとうしたら良いかを考えてのことである。実際

は，一度高齢者をお茶に招いた家族は，このtJJf木の

趣旨にあらためて賛同し数カ月に一度は参加 して

くれるとのことである。運転手のボランティアは，

タクシ ー のi到!:[~手からの 申 し出が多 いそうである 。

私たちが矢11りたかったのは，現実に一般の家庭に見

知らぬ高齢者を招き，短時間の接触をして話をする

ことが，高齢者と若し、家族にどのような影響を与え

るのかということであった。支部の責任者である

Monica Hartwellさんは，花、たちの多 11皮にわたる質

問に非常に熱心に答えてくれた。
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活動の効果であるが，第一に，お1itに招き知り合

うことで， ilIで人々が顔見知りになる機会が増え，

声を掛け合うようになった。一人暮らしの高齢者か

入院したとき，見製n、客が訪れたり，お葬式のと き
には，i1Tの人が集うようになったという当初]は考え

もしなかっ た効果があったとのことだった。単純に

孤独な高齢者のための活動だ ったものが，最終的に

コミュニティーの再生につながったのである。

個人レベルでは，お茶に招いてもらった高齢者

が，その家の小さな子供たちと話したり相手をした

りすることで， I~I 分が社会の中でまだできる ことが

あるという発見の場にもなった。また招待した(t!lJ

は， 自分ではゆっくり聞いてあげられない子供の話

を，高齢者が聞いている姿を見て，子供との按し方

について考えたり， 学んだりしたことがあったと い

う。ロンドンで始まったこの活動は，今はイギリス

全土に広がっている。

この二つの団体のスタ yフから，貴重なアドパイ

スをいただいた。 一つ目は， もし集う場所を選べる

のであれは，新しい建物よりも，高齢者にとって地

域でなじみのある，教会，学校， iJJHJ固などを選ぶ

こと。これはi易所そのものが回想のきっかけになる

からである。もう一つは，とにかく活動を継続する

ということである。

世代間交流のための回想法の実践 実際に活動の

場所を選択するに当たって，地域で 50年以上の歴

史のある幼稚園の記念館をお借りすることにした。

最初jの参加者は，その幼稚国の関係者と，自律訓練

法のグループのメンバーとその関係者であった。こ

の会を始めるにあたって，参加者には我々がロンド

ンで見聞きしたこと，それをもとにした世代間交流

のための回想法の場を持とうとしていることについ

てのお知らせを配布した。

このよう にして謡音機を使った世代間交流のため

の回想法の集いが始まった。以下に経過と手続きを

述べる。

実践期間と回数 2000 :t[ニ3月か ら2006年 12月

まで計 10回

場所 横浜市 N幼稚園の記念館

準備 会の日取りが決まったら，参加者に葉書で連

絡をする。その際 リクエス卜とその曲にまつわるエ

ピソ ードの募集を11乎びかける。その季節に応じた回

旬、についての文書も受けつける旨連絡を行った。

運営費 この会の運営は，参加者の寄付で行ってい

る。参加費という形ではなく ，蓄音機のレコ ード針

の購入やレコ ート のII'/I'i入のための寄付とい うことで

会場後方にある募金箱に募金を募る形でこの 6年

間運営している。

準備する備品 蓄音機数台(会場には 2台から3台

を運搬する)， SP盤のレコ ート" SP織の11tlにまつ

わる資料(古いポスター， 1映画の雑誌 ij町jiIからの

新聞記事のスクラ yプなと)お茶 (1暖かいもの，冷

たいもの，カフェインなしの飲料なと)，手作りの

ケ キ，ク yキーなと、の食べ物，お茶道具(紙コ y

プ，紙血なと)その他おもちゃ ベビ ーペソドな

と(乳幼児をつれた親子が突然参加した場合のため

にあらかじめ幼稚園からお借りする)

蓄音機を用いる場合の注意点は，初めて実際に触

るノリこ蓄音機を廻してもらった場合，故障すること

も予測して何台か用意する必要がある。レコ ード は

78回転の SP盤を用いる。厚みがあって一見丈夫で

あるが，金属の金|でi持が深くほれていくため，消耗

する。よってリクエストの多い曲は，何枚か同じレ

コード が必要になる。機械のメンテナンス，簡単な

修理(調整)は自分で行えるようにしておく必要が

ある。回転数調整のためのストロボスコープ盤も必

需品である。

時間設定 時間のがihは，活動当初から今まで，午後

の 1"寺半から 3時半である。ゆっくりお昼を食べて

参加してもらい， 1::1没までに帰'れるように設定しで

ある。経験上，高齢者の参加者は，来るときのこと

より，帰り道を心配する。参加者から聞いたとこ ろ

では午前は，家事に追われることが多く，午後が望

ましいという希望が多かった。時間的な設定は，か

なり大切な要素であると考えられる。

曲目 音楽のプログラムは，こち らで決めておく 。

ただし曲目に関しては，あ らかじめ リクエストを取

る。会の最初のころは， [IIJ目は，参加者の年代を参

考にし，若いときに流行していた幽から選択した。

また，それにまつわる資料(映画のポスタ ー，1映画

雑誌なと)を集めておいた。

会場セッティング 蓄音機を中心lこ半円状に椅子を

並べる。両j![lJサイ |、に，荷物置き場やお茶を飲むた

めのテーブルと，巨liH!法のための新聞など古い資料

を置くためのテ ーフルを用意する。援には，ポス

ターなど資i'-'fをとめる。また草花なとをfiijiる。後方
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表 1 係団のテーマとこLな仕I:J同，および参加l人数

アーマ 主なrl11同
参加人数

(f供の数を合まず)

第一日同

第一日|司

第=.IT!:II三
第l出回同

第土l凹同

第六回同

第 七回同

第八日同

第)lIT!:1FI 
第 l四阿

|映画音楽

ゾャンソン

会議は目的る， ライムライ ト， ローレラ イなと

ばら色の人生など

6 ~， 
18 -g， 
11名

14 ~， 

16 ~， 

4大をテーマにした1111
|映画音楽

仙iiミ，ロマンス，蘇州{支出など
!W色いリボン，駅l五車， ).益など

クリスマス

クリスマス

ンノ y クルベノレ， ホワイトクリスマスなど

岱提樹，赤t;l~の トナカイ など 9名

6名

22名

16 ~， 

19 ~， 

クリスマスと合H首rlll

l映画音楽

アベマリア，きよしこの{主なと

タンス

t.~附， エデンの東，モ ンマルトルの lí なと

ラ・クンパルシータ，よI;(l、i凶など

"炊!長Ijとi映画 メリーウィド ー， リラの7Euλくこ ろ

のテーフルに感組カ ー ド (このコンサー卜 に参加し

た感想，思い出された過去の記憶がありましたら教

えてくださいというような設問がある)，次|旦l問の

リクエス卜カート¥募金箱をおいである。

流れ 参加者とは，入りしl受付で侠拶を交わし，氏

名住所など記入してもらい，その日のプログラムを

手波す。オープニンク 山 「庭の千草」を流し，会の

始まりを知らせる。曲は，演奏者は変わっても，た

いていは 「庭の千草」 というように決めている。参

加者は，その1]却が聞こえると， 1il~に ~E る 。 司会が始

まりを告げる。司会は，前回でリクエス 卜を受けた

l幼をながすとき，それにまつわる31Rを参加者に話し

ても らっ たり，あらかじめ紙に記入して もらっ たも

のを読み上げる。また参加者からあらかじめ募って

おいた季節にまつわる思い出を読み 1-げる。蓄音機

を廻す際には，参加者にもなるべく触れてもらう機

会を作るために，スタ y フが新しい参加者に声をか

け付き添って誘導する。およそ 151仕lぐらいの聞に

休憩をつ笠とり，参加者の交流を区|る。

10回のテ ーマと主なFtil目と参加l人数は表 lのと

おりである。

仙の合I ~'l に，趣旨に賛同したノミイオリニストが飛

び入りで 2曲ほど演奏してくれた巨lがあ った。酬を

JWくだけではなく，楽器を本当間近に見られた経験

は，参加者には刺激的であったようで， お茶の時間

と会の終了後には，楽器にまつわる話に化が咲いて

し、fこ。

参加者が回想 したこと

以下は，参加一斉が回想した内谷である。

・看護?と10.時代に患者さんの家にキャンドルサーヒ

スを行いました。 そのとき 「ああベ Y レへムよ」

と 「まきびと羊を」を訪れ、ました。そのときの懐

かしい!よい、山がよみがえ ってきて，そのときに

戻った感じがしま した。(60代女性)

-小学校のとき と，大学のときにクワイアでうた っ

たクリスマスキャロルを思L、/Jjしました。 (20代

女性)

・高校H寺代まです ζ した九州の実家の風景，学校ま

での道のり，よく遊んだ場所が}cfl，l、u_:されまし

た。下と も会のク リスマス会とか，共同浴場，お

!毘t.:!1の香りとか。(40代男性)

・クリスマスという外国の祭事を知ったのは，終戦

直後の暮れです。それま で米英と戦争をしていた

のですから，小学生の子供にはクリスマスの話な

としてくれるものがと こにもありませんでした。

和Iかにきやかな物事を教えてくれたのは，位、の小

さなIIIJに持i制した米軍部隊でした。終戦直後に

やってきたこの 11j飢軍は，暮れも押し詰ま ると兵

隊たちが宿舎の内外にク リスマスにちなんだ町liり

をた くさん飾り，その後クリスマスキャロルとい

う歌だと知 ったのですが，そのたのしそうなメロ

ティ ーをうたって， クループを作ってはH町内の冨

道を練り歩いていました。東北の北上川沿いの111]

ですから， 冬は笥-。 初雪は与1い年で 12)-J事:})めご

ろ，1暖冬でも決まって 12月 2411には見波す|恨

りの真っ白な根雪に盟われるのでした。雪にトナ

カイとシンクルベルではありませんが，雪に，\.!-&~'ßt

と馬の鈴がとうしてもク リスマスというとjA，iI!さ

れます。析す県は南部駒の産地です 。 トラ y クな

とないとi咋，荷物の運搬は.rι馬車， )，持続 (冬だ
け)。数年後，高校:年"1二のとき，コーラスをやり
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ました。男子校ですから男声 2部合唱。全国高校

合唱コンク ールの県大会に出場して，課題件111菩

提樹」をうたいました。クリスマスが近づくと

ミッゾヨン系の音楽の先生が指導に来て，クリス

マスキャロルと 101111ほと思えさせられました。

「ああ，これが数年前に，米占領軍の兵隊さんたち

がクリスマスイフに歌っていた日欧だ」と合点がい

きました。 しこかれながら覚えたクリスマスキャ

ロルは，慰問用のものでした。それが東北一大き

しヴ刊務所の慰問だったのです。喜んでもらいまし

た。お土産に，刑務所で作成したノートブ yクを

全員 2H甘ずつ頂戴してきました。そのノ ートに

は，私の大好きだった日本史のJ受業の記録がぎっ

しり詰まっていて，今でも本箱の中に健在です。

高校三年生，年が|明ければ大学受験シースンなの

にのんびりとキャロルを楽しんだ年末でした。

(60代男性)

-家には蓄音機がありました。でもこどもは触って

はいけませんでした。だから触ったことがありま

せんでした。今日，大人になってから蓄音機が触

れるとは思いませんでした。 (60代女性)

・学校にも蓄音機があって，大好きな先生がいて宿

直のときに尋ねていくと音楽を聞かせてくれたの

がうれしかったです。すっかり遅くなって先生に

手を引かれて家まで送ってもら ったことを覚えて

います (60代女性)

-戦争中，満州で育ちました。f)刊誌に赴くまえの兵

隊さんたちが，家をよく訪ねてきました。家は民

泊をしていました。家にあった蓄音機を廻して，

クラッシック音楽を聞き入っていた姿が今も忘れ

られません。あの若い人たちがそのあととうなっ

たのかわかりませんが，蓄音機というと，実家の

あの日の光景が思い出されます。その後終戦にな

り，無一文の状態で，楽譜だけをポケッ トに入れ

帰国しました。 (70代女性)

• 1970年から 71年まで，ベトナム戦争の最中に特

派員としてサイコンに滞在しました。戦争で白衣

の傷病兵があふれでいるのに，随所にあるキャパ

レーやミュージックホールでは1炊姫がベトナムの

歌謡ばかりではなく，アメリカのジャズやロソク

ンロールなども歌っていました。昔の日本のよう

に軍歌なとではなかったようです。(60代男性)

・父は船乗りでした。いつも航海にでるとき見送り

にいっていたのですが，波止場でな っていた1111が

「アニーローリー」でした。曲をl飽いたら，父を送

るときのさびしい気持ちゃ，帰りを純一っている問

のことが思い出されました。 (60代女性)

参加者の感想

• 1幽をゆっくり聴いていると過去にいざなってくれ

るようだった。会場の雰囲気がこの会にぴったり

していて， コーヒーや|暖房に視ま っていると心地

よかったです。(40代女性)

・会が終わ った後，参加者の Aさん とお会いした

とき，まだ耳に残るいくつかの曲のことをお話し

ました。本当に良い機会を与えてくださいまして

感謝しております。(60代女性)

・昔の風景が}[l;l，、浮かんでくるような音色でした

(20代女性)

当初，春，秋，冬と会をIWJく時期が一定しなかっ

たが，現在は， 12月初旬に聞いている。実は，少人

数での準備が大変なので，毎回お知らせが遅れ気味

である。しかし 10月頃になると，以前参加した

人々から， 1次はいつですか」と問L、合わせが始ま

る。

@営上我々がもっとも配!志した点は，火傷なとの

事故を起こさな いこと。また参加者に話す自由を

持ってもらうと同時に，話をしなくても良い自由を

持てるようにしたことである。参加者の中には，イ

ギリスのセンタ ーで学んだ通り，最初]は話ができな

くても，何年も会に参加する仁わで， 他の人に対して

お~与を出すのを手伝ってくださるうちに積僅的な姿

勢が見えるようになった人もいた。興味深いこと

に，回数を重ねるにつれ，都合がつかない参加者か

らも，回想を綴ったフ 7T "j クスが入るようにな っ

た。我々は，会の中で必ずそれを読み上げるように

して， l'、ない人の参加」ができるようにしている。

また， ある年の会では， ご主人をなくされた 80代

の方が，娘さんに伴われて参加されたことがある。

その方は，自宅にあったご主人の辿品の数十枚にの

ぼる SP盤を会に寄付してくださり， 音楽をwttきに
いらしたのである。初めて出会う他の参加者が， I~I 

宅で使っていたレ コードに耳を傾け， 語り合う姿を

見て，ご主人が回想法の会を通じてこれからも生き

ていくことを感じとても喜んでくださった。高齢者

のソ ーン ャル ・不 y 卜ワークに関する報告による
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と，友人保|係がある状況での家族のィ、在よりも，家

紋がいる状況のし1:1で、の友人の不在のほうが，より椅

卜fll的に筈をも たらすという (Fiori，Antonucci， & 

Cortina， 2006)。会を通じて，人々の交流のj拐を提

供することは， これからもそれぞれの参加者にとっ

て意味を持つものと考える。

会の.illi営を重ねていくと予期しないけl来事も発生

する。参加者の病気や死は，高齢者が参加する会で

は， 起こりうることである (Bruce，& Gibson， 

1998)。 開始当初]から数えると， 私たちの会でも参

加者数名が亡くなられた。-hで， 高齢者の'ネ妙、が
参加することにより，新世代の誕生が報告される場

合がある。今年は 2名の新"1-:-児が'1まれる。乳児や

子供をつれた参加者をどう するかという問題が，ス

タソフのなかで議論されたことがあった。参}1[Jを初

めから制限するより，様子を見ょうという怠見が:H
された。実際，子供述れの参jJUが何年あるが，コン

タクト ・ザ ・エルタリ ーでの凡学で学んだように，

ド似者がある程度とっしりと構えて，11寺にはユ モ

アをもって静観するという態度の必弘l性を感じる。

一子供と その家族は，高齢者にと ってl旦!?』を促すきっ

かけとなる。小学低学年の子供述れの父矧の参加者

があ ったが，ある高齢者男性の参加者は， I':_I分の

育った環境を目、い出すよい機会だったと感想を述べ

た。また， I家に何年も引きこもったような状態の了

似、がいるのですが，参加させてもいいですか」と い

う問い合わせをいただいた ことがある。会の組旨か

らすると泣!定外の出来事であった。考えた木に，会

に参加することが直接引きこもりのflJ平決にはならな

いが，小さなコミュ ニティーを体験することはでき

るのではないかと考え，母親と一怖に参加してもら

うことになっ た。もちろん，他の参加者はその辺の

事情は知lらないのであるが，見守ることにした。お

茶の|時間に他の人々が話しかけてもその参加者は，

おびえたような目をするだけで返答はしなし、。他の

参加者は，私たちスタ y フのf!fi寸こをうかがってこち

らを見るので，最初]の段階では私たちはただ黙って

大丈犬ですよというようにに っこりするだけにし

た。高齢者の参加者たちは私たちの十美子を見て安心

したように，その参加者に対して百通にふるまい，

つまり 相手が返答をしなくて も，愛想よく話しかけ

ていた。そして，その口をやlかない省い人を受け入

れ， いつものとおりにお茶を飲み，お~下を食べて

いたのである。とこでスタ y フが介入するのかは，

常に問われる問題であるが，集団の持つ効果を信じ

てみるのも大切ではないかと考える。

回想法の会の運営が始まってから，高i!jt者の施設

や，橋制系の学校で謡音機を使った集まりをj0jつ機

会をいただいた。高齢布施設の音楽療法の一環とし

て，蓄音機を使ってみたいということで機会をいた

だいたが， 1111 の泌奏の後， 感tL~を問うと 「みんない

Lリとだけい って涙くむ人， [i[1をきいて 「これはタ

ンコね」とおもわず踊りだした人，何年も歌ってい

なかった外|手|認の歌詞を}~H，、出し口ずさむ人などか

いた。 しかし民間施設において，大人数が対象の音

楽療法に参加する場《には，入所者の社会的背景が

さまざまなために，選1111が大変革Iiしいと いうのが率

直な感想である。学校では，若いI:IJ.代の人々 が謡音

機の仕組みや独特な高に，新鮮な策きと興味をも っ

てむかえてくれた。ロントンの回惣センターでも，

高齢者のスタ yフが学校に出向いて古い ものの使い

方や，それにまつわる原.史の話をする世代I:JJ交流の

機会を持つことに積極的であった。蓄音機を使った

山代間交流の但!?』法を続けるうちに，このような1後

会をいただけるようになった ことは，おもわぬ喜び

であった。この活動について，スケールなとの指燃

を用いて，参加I~の状態を数量化してみるという方

法もある。参加者の方たちは，おそらく協力してく

ださると思うが， この回想法の会に関する|恨り，今

のところあまり考えてはいな L、。 Cappeli巴z& 

O'Rourke (2006)らは，回笠!と{込リ1*にl英lする論文
で，巨l世!に関する個人のスケールの限界について育

及している。この会に関する|現り，数値による実況

だけにこだわ らず，で きれば'::1~_r，5のひとこまといっ

たような I':_j 然 のJf~をとりながら ， 長 いス バンでコ

ミュニティーに参加lしていけなし、かと考えている。

「次はいつですか」と I~nl、台わせがきて，人が集ま っ

て来るう ちは，その会が必要とされている一つの指

標と考え現イ1:の形を維持するつもりである。今後，

会をどのようにi]_(宮していったらよいかということ

に関しては，参加者の意見に耳を傾けるのが一番の

方法であると考える。lI!jll，9，資金，人員の不足もあ
り，現在この会は，1111百1，多くて2同のi笠宮ーが限

度となってはいるが，当初]の目標どおり，今後も継

続をすることを心がけていきたいと考えている。
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